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百戦錬磨！鎌先生のサイト！

☆新コーナーをご紹介いたします。
《生長の家相愛会東京第一教区大会》
http://homepage2.nifty.com/6789/taikai.01..html

与える生活から世界平和へ
http://www57.tok2.com/home/zao/dainihon.01.ht
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html父親教室
お父さんがんばって！ 愛国心は、郷土愛は地域を美化する事から！！！

地域清掃を始めませんか！

生長の家相愛会東京第一教区IT対策部/環境対策部発行
やっと夏がやって来ました。
小中学校の子供さん達も夏休
みに入り、嬉しそう。
ラジオ体操は行ってるので
しょうか。
地域の交流は子供も大事な
経験、地元の行事にも参加
をして欲しいですね。

　　　相愛会環境対策編集部 平成18年7月29日発行.第66號
《東京第一教区》http://homepage3.nifty.com/souaikai-tokyo/
《現代は親子の会話が大切な時代。そして次に大切な事は親子で環境を語る事では無いでしょうか。》

エコちゃんの《かんきょうガイ
ド旅行/全国へ、世界へ！！》
《環境》
「太陽の季節ですね。」
「どっかで聞いた
ような。」
「今日の話題に移ります。
荒廃した茶園をよみがえらせる
「チャレンジ再生茶園」事業が
宇治始まりました。
本年度から始めた予算が無いアイ
デア事業の１つ、茶を栽培する体
験を通して荒廃した茶園の再生に
貢献する体験型ボランティア。
６月には、町民や町職員らが、
１０年以上手付かずの約４アー
ルの茶園で「台おろし」作業を
しました。
育ち過ぎた茶の木を、切りそろ
える作業。７月下旬からは草抜
きなど茶園の環境を整える。
茶農家の後継者不足などで、手
入れされていない茶園は約２０
ヘクタール。
今後は、取り組みの幅を広げ。
「茶づくりを楽しみながら、ゆっ
くりと続けていきたい」そうです。
同町ホームページにも、今後の
予定などを掲載しており、町内
在住、在勤者を対象に参加希望
者も随時募集。問い合わせ応募
は、町産業振興課ＴＥＬ(88)６
６３８へ。」
「良い話だね、もっと早く始め
るべきだったね。」
《環境》
「海の話です。」
「ふむふむ。」
「マリンスポーツをしながら浜
辺を清掃「新潟西海岸　海浜清
掃およびマリンレジャー体験会
」が２９日新潟市西船見町の同
市海岸で行われる。参加無料。
　ＮＰＯ「沿岸環境保護協会」

が主催。同市の「新潟西海岸ビー
チふれあい補助金制度」を利用。
海岸浸食の復元対策で砂浜が戻り
つつある海岸の利用が目的。
ダイビング様々な体験をするほ
か、参加者で海浜を清掃する小
雨決行。」「楽しみですね。」
《エネ》
佐賀県は今年度、家庭用太陽光
発電を奨励する。
自然エネルギーによる発電で「環
境価値（グリーン電力）」新シス
テムを活用、この価値を高く買い
取ることで普及を図る計画です。
佐賀県内の太陽光発電設備率は全
国１位（０４年度）目標は今年度
中に１０００世帯の新設。８月開
始、４月設置分まで適用する。
自然エネルギーによる発電の環
境価値の考え方は民間で生まれ
た。環境への負荷が少ないとさ
れる太陽光や風力発電に、価値
を認め、価値を証書化。
佐賀県は、家庭用太陽光発電で
４割を自家消費６割を電力会社
へ売却と試算。
自家消費する分を証書化し、県
が業者を通じて
１キロワット時当り４０円で買

い取る。但しこの値段
は最初の１年のみ。」
《環境》
「嫌な話で恐縮です。宮古島市さ
んご礁群「八重干瀬（やびじ）」
中央「ウル西」と呼ばれる地点で
０５年度、オニヒトデが大量発生
していた。那覇市で開かれた０６
年度オニヒトデ対策会議で報告。
同地点で前年比2.7倍増の6899個
体が駆除。」
「うわ、博士オニヒトデ嫌い！」
「八重山日本最大規模「石西礁

湖（せきせいしょうこ）」
でもオニヒトデや
台風などの影響で
サンゴの被度
（海底を覆う割合）
が低下。重要サンゴ礁海域とし
ての評価ランクは、最も低いＣで
「特に注意が必要。」と報告があ
りました。」
「エコ君。サンゴはね、観光的
な価値は二の次なんだよ。」
「はい。」
「今騒がれている、温暖化で、 
CO2を環境内に取込んでくれる、
最大の功労者なんだよ。」
「其れが、世界中の海で枯渇し始
めて居るのですね。」
「うん、深刻なんじゃ。」
《環境》
「ついでにもう一つ、恐い話」
「ブラジル南部で干ばつが続き、
同国国境の世界三大滝のイグアス
の滝で、流れる水が２割以下に激
減、世界から訪れた人々をがっか
りさせている。
観光客の１人は、「初めて来たのに
水がなくて岩しか見えない。
残念」水量が少ないことを事前に知
らされて無いと抗議する観光客も。
　イグアスの滝は落差が100メート
ルを超え、滝全体の幅は４キロ。
年間毎秒約１５００トンの水が流
れ落ちる。
ユネスコの世界遺産にも登録、
昨年は100万人以上が訪れた。
今年は上流で少雨が続き、現在
の流量は２５０トンと１９８８
年以来。」
「地球は一体どうしたんでしょ
う。」

明るく　楽しく　力強く
相愛会東京第一教区
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